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世界への扉を開こう特集

恐竜の化石

石ならではの存在感を活かして
勝山を盛り上げたいです
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２０２４

11

恐竜の化石

石ならではの存在感を活かして
勝山を盛り上げたいです

恐竜の化石

石ならではの存在感を活かして
勝山を盛り上げたいです



令和6年度勝山市明るい選挙啓発キャッチフレーズ・標語コンクール
最優秀賞　畔川　実成さん（勝山南部中２年）の作品

行かない未来より行く未来。

 投票日  12月1日㈰   投票時間  午前７時～午後８時

選挙は、私たち市民が政治に
参加する最も重要な機会です。
一人ひとりが自覚と良識を
もって一票を投じましょう。

　圧着式はがきを
はがしたものが、
入場券になります。

11
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投票日には
サイレンを鳴らします

投票開始の午前7時と投票
所閉鎖1時間前の午後7時に
サイレンを鳴らします。

第7投票区 岩ヶ野公民館、第9投票区 栃神谷公民館、第10投票区 北谷町コミュニティセンターは午後６時まで

勝 山 市 長 選 挙

問勝山市選挙管理委員会事務局（市民会館１階）　☎88-1116

入場券を切り離して
投票所にお持ちください。
22

期日前投票をする
ときは、あらかじめ裏
面の宣誓書をご記入く
ださい。

33

ジオアリーナ
即日開票

午後9時から開票を開始しま
す。
参観ご希望の方は、午後8
時30分から入場できます。
（上履き持参）

勝
山
市
で
投
票
で
き
る
方

◆�

平
成
18
年
12
月
2
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
当
日
の
満

年
齢
が
18
歳
の
方
）

◆�

令
和
6
年
8
月
23
日
以
前
に
勝

山
市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続

き
勝
山
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

方
◆�

成
年
被
後
見
人
の
方
も
投
票
で

き
ま
す

市
内
で
住
所
を

　
　
　
　
変
更
さ
れ
た
場
合

　
令
和
6
年
11
月
8
日
か
ら
投
票

日
ま
で
の
間
に
、
勝
山
市
内
で
転

居
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
元
の
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

　

ハ
ガ
キ
に
各
世
帯
の
有
権
者

２
人
ま
で
記
載
さ
れ
た
入
場
券

が
郵
便
で
届
き
ま
す（
有
権
者
が

３
人
以
上
の
世
帯
に
は
、
２
通

以
上
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
）。

　
入
場
券
は
告
示
日
よ
り
前
に
、

郵
便
で
届
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

選 挙
特 集

勝山市議会議員補欠選挙
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選 挙 特 集

選挙公報
立候補者の氏名や政見
を記載した選挙公報は、
11月29日㈮までに、各
家庭に配布します。期
間内に届かなかった場
合は、ご連絡ください。

勝山市
公式X

投票日に選挙に関
する情報を随時配
信してい
きます。

市ホームページ
選挙特集ページ

選挙に関する情報を掲
載しているほか、各種
様式のダウ
ンロードが
できます。

期日前投票をご活用ください
投票日当日、仕事や旅行、レジャーなどで投票所に行くことができない方は、期日前投票ができます。
入場券裏面の宣誓書を記載した上で、下記の期日前投票所にお越しください。

期日前投票所 期間 時間

勝山市民会館 11月25日㈪～ 30日㈯ 8:30 ～ 20:00

福祉健康センター「すこやか」11月28日㈭～ 30日㈯ 8:30 ～ 20:00

かつやまサンプラザ2階 11月27日㈬～ 29日㈮ 10:00 ～ 16:00

移動
期日前
投票所
(バス)

大矢谷（公民館）

11月26日㈫

11:30 ～ 12:30

栃神谷
（ペンションUPO） 13:30 ～ 14:30

勝山高校 15:30 ～ 16:30

土曜日の期日前投票所
は大変混み合います。
ご注意ください！

遠
方
に
滞
在
し
て
い
る
方

　
お
仕
事
や
学
校
な
ど
で
他
の
市

町
村
に
滞
在
し
て
お
り
、
勝
山
市

で
当
日
投
票
・
期
日
前
投
票
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

◆
不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

　
11
月
25
日
～
11
月
30
日

※�

投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
・
送
付

は
郵
便
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い

◆
手
続
き
方
法

①�

勝
山
市
選
挙
管

理
委
員
会
あ
て

に
投
票
用
紙
な

ど
を
請
求

②�

投
票
用
紙
な
ど
を
本
人
へ
郵
送

③�

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
持
っ
て
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
行
い
ま
す

指
定
病
院
等
に

入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
方
は
、
そ
の

施
設
内
で
も
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
お
早
め
に
病
院
・
施
設
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
が
不
自
由
な
方

◆  

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
（
一
定
の
障

害
）
や
戦
傷
病
者
手
帳
（
一
定
の

障
害
）、
介
護
保
険
の
被
保
険
者

証
（
要
介
護
５
）
が
交
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
事
前
に
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

で
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
こ
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
場
合
は
上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害

１
級
、
戦
傷
病
手
帳
の
場
合
は
上

肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程
度
が
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
方

が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
、
あ
ら
か

じ
め
届
出
が
あ
っ
た
代
理
記
載
人

が
投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◆
代
理
投
票

　

自
分
で
候
補
者
名
な
ど
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
本

人
立
ち
会
い
の
上
、
係
員
に
よ
る

代
理
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
け
付
け
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

◆
点
字
投
票

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

点
字
で
投
票
で
き
ま
す
。
点
字
器

お
よ
び
点
字
の
候
補
者
な
ど
の
名

簿
は
、
各
投
票
所
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

　
車
い
す
や
老
眼
鏡
を
各
投
票
所

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

様式はこちら

月 火 水
木 金

土
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投票
区名 施設の名称 住所投票区の区域

第１ 勝山市民会館 元町1丁目、本町、栄町、沢町、長山町

第２ 勝山市体育館ジオアリーナ 昭和町、旭町1丁目

第３ 成器南幼稚園 元町2・3丁目、立川町

第４ 市民交流センター（旧地場産センター） 旭町2・3丁目、旭毛屋町、片瀬、片瀬町

第５ 猪野瀬こうみん館 猪野口、若猪野、高島、毛屋町、毛屋、西高島、猪野、岡横江

第６ 平泉寺まちづくり会館 平泉寺、赤尾、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚

第７ 岩ヶ野公民館 岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野

第８ 福祉健康センター「すこやか」 芳野町、郡町、郡、滝波町、滝波、五本寺、黒原、寺尾、浄土寺、芳野

第９ 栃神谷公民館 栃神谷、暮見、薬師神谷

第10 北谷町コミュニティセンター 北谷町全地区

第11 野向町コミュニティセンター 龍谷、竹林、聖丸、深谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

第12 荒土まちづくり会館 荒土町全地区

第13 北郷まちづくり会館 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、岩屋

第14 伊知地公民館 伊知地、坂東島、上野

第15 鹿谷まちづくり会館 鹿谷町全地区

第16 遅羽まちづくり会館 遅羽町全地区

選挙日当日(12月1日)の投票所　※赤字は前回の選挙から投票所が変更になった施設です。

2 0 2 4年  1 1月号

選挙特集� 02

特集　世界への扉を開こう� 05

令和6年度勝山市表彰式� 10

pHOTo話題� 13

市からのお知らせ� 14

市民の広場� 19

人口の動き　10月末現在（前月比）

総人口� 21,115人（－18）
世帯数� 7,944世帯
男性� 10,105人（－13）
女性� 11,010人（��－5）
出生� 12人
死亡� 33人
転入� 40人
転出� 37人

10月の交通事故　（前年比）

事故� 43件（＋6）
死者� 0人（±0）
負傷者� 0人（ｰ１）

11月の納税

（国民健康保険税（3期)）
納期限� 12月��2日
口座振替� 11月26日

目次

今 月 の 表 紙Cover m
odel

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

選 挙 特 集

市内で活動するCIRとALTの皆さん。
CIRのピーターお気に入りの場所の1つ平泉寺白山神社付
近にある抹茶と日本茶の専門カフェ「鹿柴（ROKUSAI）」
のご協力を得て撮影しました。（鹿柴の営業は11月末まで）



特
集
　
世
界
へ
の
扉
を
開
こ
う

Open the door to the world
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国
際
交
流
員（
C
I
R
）の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

�ジャックリン�アパエズ
Jacquelyn�Apaez

Profile
英語・スペイン語母語

出身地

Message

アメリカ�テキサス州

2022年に勝山に来たリンです！
犬とアイドルが大好きで、趣味はパン作りと
色んな工作です。休みの日は友達とカフェに

行ったり福井県内のイベント
を楽しんだりします。
一緒に国際交流を楽しみま
しょう～！

国
際
交
流
員
っ
て
？

勝
山
に
住
む
外
国
人
は
？0

5000
10000
15000
20000
25000
30000

勝山市の人口

R6.4R5.4R4.4R3.4R2.4 0.0
0.2
0.5
0.7
1.0
1.2
1.5
1.7
2.0

外国人の割合

（人） （％）市内に住む外国人の割合

　
国
際
交
流
員
（
※
1
C
I
R
）
は
、
日
本

政
府
の
※
2
J
E
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
雇
用
さ
れ
る
外
国
人
青
年
の
職
種
の

一
つ
で
す
。

　

主
に
地
方
自
治
体
な
ど
に
配
属
さ
れ
、

国
際
交
流
活
動
や
外
国
語
教
育
に
携
わ

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
草
の

根
の
国
際
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
で
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ン
交
流

員
と
ピ
ー
タ
ー
交
流
員
が
イ
ベ
ン
ト
や

外
国
語
教
室
な
ど
を
通
じ
て
異
文
化
へ

の
理
解
促
進
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
勝
山
市
に
住
む
外
国
人

の
数
は
約
3
7
0
人
（
9
月
末
）。

人
口
の
約
1
・
7
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
外
国
人
の
数
も
人
口
に
占

め
る
割
合
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
出
身
国
は
、
19
か
国
に
わ

た
っ
て
お
り
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア

出
身
の
外
国
人
が
半
数
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
、

市
内
の
事
業
所
で
働
い
て
お
り
、

市
の
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
員（
C
I
R
）の
活
動
を
紹
介
し
ま
す※1�CIR：�Coordinator�of�International�Relations ／※2�JET：�The�Japan�Exchange�and�Teaching�Programme

� 語学指導等を行う外国青年招致事業

Call me

リン

CIR

広報かつやま11月号 №840広報かつやま11月号 №840　　　　 6 6



CIRインスタグラム

これまでの活動を紹介 CIRは、市民の異文化に対する理解と認識を深めるため、ハロウィ
ンパーティーやイースターエッグなど、国際交流イベントを企画・
開催し、外国人との交流や異文化体験を楽しめる活動を行ってい
ます。

CIRが企画するイベントや英会話教室は、市広報やホームページ、LINE
などでお知らせしますので、ご興味のある方はぜひご参加ください。
またCIRのインスタグラムで活動の様子をご確認いただけます。

CIRインスタグラム

イースター・エッグEaster egg hunt

小学生と交流
Interacting with  
elementary school 
students

ハロウィンHalloween

園児と交流

Interacting with  
the children

英会話教室English conversation class

ハイ
キン
グ

Hiking

Profile
�ウォレス
Peter�Wa

llace

英語母語

出身地

Message

イギリス�ロンドン

こんにちはー、ピーターです。
ロンドン出身で、31歳です。
趣味は音楽と登山、ゲームです。
好きな食べ物はピザとカツ丼です。
あと、猫派です。
仲良くして、一緒に楽しみましょう！

Call me

ピーター
CIR

�ピーター
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�シューミッド
Regina�Schmids

�ツタオカ
Jake�Tsutaoka

�ハートフド
Lauren�Hartford

母語　英語
出身地　アメリカ
　　　　ニュージャージー州
主な勤務　市立小学校

母語　英語
出身地　アメリカ
　　　　ペンシルベニア州
主な勤務　市立小学校

母語　英語
出身地　アメリカ
　　　　カリフォルニア州
主な勤務　市立中学校

母語　英語
出身地　アメリカ
　　　　フロリダ州
主な勤務　市立中学校

母語　英語
出身地　トリニダード
　　　　　　　・トバゴ
主な勤務　県立高校

�アリー
Saeeda�Ali

※3�ALT：�Assistant�Language�Teacher

　CIRが企画する地域のイベントには、ALTが参
加することもあります。イベントに参加して、交
流を深めてはいかがですか？イベント情報は、市
広報やホームページ、LINEなどでお知らせします。

ALTの皆さん

　勝山市では、小中学校に４人の外国語指導助手
（ALT※3）が、また勝山高校に1人のALTが配置され、
学校での英語教育を支援しています。また小学校
には、日本人の外国語活動支援員２名を配置し、
基本的に英語の授業は教員とティームティーチン
グで指導しています。
　そのほかにもCIRが英語の授業以外に学校を訪問
しており、学校と連携して英語教育だけでなく児
童生徒の国際理解を深める手助けをしています。

今後ますます進展すると予
想されるグローバル化に備
え、国際社会で活躍できる
人材の育成を目指します。

勝山市の英語教育・
	 国際理解教育
勝山市の英語教育・
	 国際理解教育

�マドリー
Elizabeth�Mudry

�エリザベス

�レジーナ

�ジェイク

�ローレン

�サイーダ
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 Katsuyama International Club  奥越国際交流クラブ（OIC）

 えんフレンズ

　外国人住民との交流
を深めることを目的
に、イベントなどを開
催しています。
問未来創造課
　☎88 ｰ 1115

　奥越地域で、外国人との
文化交流や外国人向けの研
修会、国際理解への学習会
などを開催しています。

　子どもたちと外国人が英語を
使って交流する「国際交流デイ
キャンプ」などを開催しています。 　多国籍のスタッフと英語と日本語を使った様々なアク

ティビティを楽しみながら、異なる文化や言語に触れて
みませんか。
時12月15日㈰13:00 ～ 16:00　所市民交流センター
問えんフレンズ（代表:ヘネシー絵美）
　☎090－6207－0883

☆Happy Christmas in KATSUYAMA☆
～ Celebrating 70 years! ～

（国際交流デイキャンプ in KATSUYAMA）

OICの活動はこちら
（Facebook）

国際交流・異文化体験を提供する	各団体をご紹介国際交流・異文化体験を提供する	各団体をご紹介

えんフレンズ
ホームページ

　私たち日本に住む外国人との交流を通じて異文化を理解することは、市
民の皆さんにも私たちにも大きな意味があります。
　日本に住む皆さんは、海外に行かなくても、日常生活の中で異文化に触
れることができ、国際的な視野が広がります。私たち外国人も、日本の礼
儀作法やマナーなど文化の違いから多くを学ぶことができます。

　その他にも異文化交流イベントや活動を通じた外国人との交流は、コミュ
ニティの活性化にもつながり、地域全体が国際的な雰囲気を持つようにな
ります。また、外国人とコミュニケーションを取ることで、英語などの外
国語スキルが自然と向上し、国際的な場面でも自信を持てることが期待で

きます。越前大仏の観光客に代表
されるようなインバウンドの増加
など、グローバル化が進むと予想
される中、いま勝山市に住む外国
人など、異文化の背景を持つ人々と交流することで、共感
力が高まり、異なる文化や習慣に対する理解が深まります。
　堅苦しく考えず、気軽な気持ちで国際交流を楽しみま
しょう！

国際交流を楽しんで！
CIRからのmessageCIRからのmessage

ピーター

リン

CIRからのmessage
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和わ

だ田 

勇い
さ
む�

（
本
町
2
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
役
員

と
し
て
、
安
全
看
板
の
設
置
等
、
交
通

事
故
防
止
活
動
に
努
め
、
市
民
生
活
の

安
全
に
寄
与
さ
れ
た

平ひ
ら
い井 

喜き

へ

い
兵
衛 （
北
郷
町
檜
曽
谷
）

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て
、

街
頭
指
導
等
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
交

通
安
全
思
想
の
普
及
、
事
故
防
止
に
努

め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

天て
ん
り
ゅ
う龍 

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎 （
東
京
都
）

　
長
年
に
わ
た
り
か
つ
や
ま
〝
龍
魂
〟
大

使
を
務
め
、
勝
山
市
の
P
R
活
動
や
プ
ロ

レ
ス
活
動
に
よ
る
地
域
振
興
に
尽
力
し
、

勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

長は
せ
が
わ

谷
川 

博ひ
ろ
ゆ
き幸 （

東
京
都
）

　
長
年
に
わ
た
り
か
つ
や
ま
〝
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
〟
大
使
を
務
め
、
勝
山
市
の
P
R
活

動
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
普
及
活
動
に
尽
力

し
、
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

三み
つ
や屋 

裕ゆ
う
こ子 （

東
京
都
）

　

長
年
に
わ
た
り
か
つ
や
ま
〝
健
康
ス

ポ
ー
ツ
〟
大
使
を
務
め
、
勝
山
市
の
P
R

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
し
、
勝
山

市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

令
和
令
和
66
年
度
年
度  

勝
山
市
表
彰
式

勝
山
市
表
彰
式

安や
す
い居 

久ひ
さ
し
げ繁�

（
鹿
谷
町
保
田
）

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
市
議
会
議
員
と

し
て
市
民
福
祉
の
増
進
と
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

杉す
ぎ
ひ
ら平 

信の
ぶ
お夫 （

本
町
３
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
区
長
を
務
め
、
市
と

地
域
住
民
と
の
連
絡
調
整
に
尽
力
し
、
地

域
福
祉
の
増
進
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
た

荒あ
ら
い井 

由よ
し
や
す泰 （

元
町
１
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
常

議
員
、
会
頭
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、

産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
商
工
業
の

発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

北き
た
が
わ川 

賢け
ん
い
ち一 （

沢
町
２
丁
目
）

池い
け
だ田 

義よ
し
の
り則 （

村
岡
町
黒
原
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
献

身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高
揚
、
災

害
防
止
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に

寄
与
さ
れ
た

野の

じ地 

税み
つ
ぎ （

荒
土
町
堀
名
中
清
水
）

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
役
員

と
し
て
、
通
学
時
の
街
頭
指
導
活
動
等
、

交
通
事
故
防
止
活
動
に
努
め
、
市
民
生

活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

山や
ま
ぎ
し岸 

正ま
さ
ひ
ろ裕�

（
元
町
３
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
市
長
と
し
て
安
定
し

た
市
政
運
営
に
尽
力
し
地
方
自
治
の
振

興
と
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

松ま
つ
む
ら村 

誠せ
い
い
ち一 （

芳
野
町
２
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
副
市
長
と
し
て
安
定

し
た
市
政
運
営
に
尽
力
し
地
方
自
治
の

振
興
と
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

梅う
め
だ田 

幸ゆ
き
し
げ重 （

福
井
市
文
京
）

　

長
年
に
わ
た
り
教
育
長
と
し
て
教
育

行
政
の
推
進
に
尽
力
し
地
方
自
治
の
振

興
と
勝
山
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

　

か
つ
や
ま
W
a
k
u
W
a
k
u
文
化

フ
ェ
ス
タ
に
あ
わ
せ
て「
勝
山
市
表
彰
式
」

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
市
制
施
行

70
周
年
を
記
念
し
た
特
別
表
彰
の
ほ
か
、

地
方
自
治
や
福
祉
・
保
健
、
文
化
、
学
校

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
分
野
で
功
績
が

あ
っ
た
61
の
個
人
お
よ
び
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

市
制
施
行

市
制
施
行
7070
周
年
周
年

記
念
特
別
表
彰

記
念
特
別
表
彰

特
別
功
労

令
和
令
和
66
年
度
年
度  

勝
山
市
表
彰
式

勝
山
市
表
彰
式

市
制
施
行

市
制
施
行
7070
周
年
周
年

記
念
特
別
表
彰

記
念
特
別
表
彰
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多た

だ田 

輝て
る
お雄 （

荒
土
町
新
保
）

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て
、

街
頭
指
導
等
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
交

通
安
全
思
想
の
普
及
、
事
故
防
止
に
努

め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

島し
ま
だ田 

智ち

か

こ
佳
子 （
鹿
谷
町
本
郷
）

大お
お
み
ち道 

真ま

ち

こ
知
子 （
沢
町
２
丁
目
）

加か
と
う藤 

浩ひ
ろ
き樹 （

上
高
島
）

　
長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
寄
与

さ
れ
た

木き
の
し
た下 

健け
ん
い
ち一 （

荒
土
町
松
田
）

小こ
や
ま山 

茂し
げ
あ
き明 （

岡
山
県
）

大お
お
さ
か
と
く
し
ゅ
ご
う
き
ん

阪
特
殊
合
金
株
式
会
社 （
大
阪
府
）

株
式
会
社
島し
ま
け
ん建 （

荒
土
町
布
市
）

株
式
会
社
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム （
大
阪
府
）

株
式
会
社
ネ
ク
シ
ィ
ー
ズ
・
ゼ
ロ 

（
東
京
都
）

ジ
ャ
パ
ン
ベ
ス
ト
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社 （
愛
知
県
）

　
市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ

た

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
績
表
彰

市
政
功
績
表
彰

北き
た
が
わ川 

博ひ
ろ
ま
さ正 （

旭
町
１
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
自
然
体
験
学
習
の
機

会
を
市
民
に
提
供
し
、
社
会
教
育
の
推

進
に
寄
与
さ
れ
た

中な
か
む
ら村 

巳み

な

お
奈
男 （
平
泉
寺
町
平
泉
寺
）

　
学
校
教
育
の
向
上
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
英
語
教
育
や
外
国
語
活
動
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

北き
た
う
ち内 

昌ま
さ
え江 （

昭
和
町
３
丁
目
）

　
学
校
教
育
の
向
上
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
児
童
・
生
徒
の
保
健
・
健
康
指
導
に

尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

山や
ま
ぐ
ち口 

茜あ
か
ね （

平
泉
寺
町
小
矢
谷
）

　
2
0
2
4
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
女
子
シ

ン
グ
ル
ス�

優
勝
、
2
0
2
4
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
8
、

2
0
2
4
全
英
オ
ー
プ
ン
女
子
シ
ン
グ
ル

ス�

準
優
勝
、
2
0
2
4
フ
ラ
ン
ス
オ
ー
プ

ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

準
優
勝
、
2
0
2
3

香
港
オ
ー
プ
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

優
勝
、

2
0
2
3
中
国
オ
ー
プ
ン
女
子
シ
ン
グ
ル

ス�
準
優
勝
、
2
0
2
3
世
界
選
手
権
女
子

シ
ン
グ
ル
ス�
3
位
、
2
0
2
3
韓
国
オ
ー

プ
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

3
位

酒さ
か
い井 

勝ま
さ
る （

村
岡
町
黒
原
）

齊さ
い
と
う藤 

輝て
る
お夫 （

荒
土
町
妙
金
島
）

國く
に
よ
し吉 

一か
ず
み実 （

長
山
町
２
丁
目
）

前ま
え
だ田 

明あ
き
ら （

荒
土
町
松
ヶ
崎
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
家
組
合
長
と
し
て
、

そ
の
要
職
を
務
め
、
農
業
行
政
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た

大お
お
み
ち道 

慎し
ん
じ治 （

旭
毛
屋
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
議

員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
商
工
業

の
発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

長は
せ
が
わ

谷
川 

浩こ
う
い
ち一 （

若
猪
野
）

山や
ま
う
ち内 

肇ち
ょ
う
じ治 （

平
泉
寺
町
大
矢
谷
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
献

身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高
揚
、
災

害
防
止
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄

与
さ
れ
た

斎さ
い
と
う藤 

茂し
げ
の
り則 （

遅
羽
町
蓬
生
）

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会
役
員

と
し
て
通
学
時
の
街
頭
指
導
活
動
等
、
交

通
事
故
防
止
活
動
に
努
め
、
市
民
生
活

の
安
全
に
寄
与
さ
れ
た

大お
お
ば
や
し林 

拓た
く
ま真 （

平
泉
寺
町
平
泉
寺
）

　
2
0
2
4
オ
ル
レ
ア
ン
マ
ス
タ
ー
ズ
男

子
シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
8
、
2
0
2
4

ア
ジ
ア
団
体
選
手
権
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ベ
ス
ト
4
、
2
0
2
4
タ
イ
マ
ス
タ
ー
ズ

男
子
シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
8
、

2
0
2
3
熊
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
男

子
シ
ン
グ
ル
ス�

ベ
ス
ト
4
、
2
0
2
3

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
Ⅱ
男
子
シ
ン

グ
ル
ス�

優
勝
、2
0
2
3
ベ
ト
ナ
ム
オ
ー

プ
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス�

準
優
勝

木き

だ田 

悠ゆ
う
と斗 （

荒
土
町
清
水
島
）

　

第
77
回
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス�

ベ
ス
ト
8
、

第
74
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス�

準
優
勝
、
令

和
5
年
度
第
72
回
近
畿
総
合
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
一
般
混
合
複�

優
勝

笠か
さ
ま
つ松 

青せ
い
か夏 （

北
郷
町
伊
知
地
）

　

第
59
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
女
子
団
体�

優
勝
、

女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

優
勝

宇う

だ田 

崇た
か
二つ
ぐ （

本
町
4
丁
目
）

　

第
1
0
2
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
10
㎞
ク

ラ
シ
カ
ル�

優
勝
、
15
㎞
フ
リ
ー
優
勝
、

50
㎞
フ
リ
ー�

優
勝
、
第
95
回
宮
様
国
際

ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル�

優
勝
、
15
㎞
フ
リ
ー�

優
勝
、
第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季

大
会
ス
キ
ー
競
技
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル�

優
勝

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

社
会
公
益
功
績
賞

教
育
功
労

社
会
教
育
功
績
賞

教
育
功
績
賞

ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
績
表
彰

市
政
功
績
表
彰
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勝
山
精
華
女
学
校

　
今
回
は
戦
前
に
創
立
さ
れ
た
勝
山
精
華

女
学
校
（
後　
南
高
校
）
を
紹
介
し
ま
す
。

当
校
は
勝
山
機
業
兄
弟
合
資
会
社
社
長
荒

井
由
松
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
学
校
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
べ
る
学
校
を
つ
く
り
、
工

場
で
働
く
子
供
た
ち
に
中
学
校
程
度
の
学

問
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
や
り
た
い
。
こ
う

し
た
彼
の
強
い
思
い
か
ら
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
他
県
の
学
校
な
ど
を
参
考
に
昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）か
ら
基
本
計
画
案
等
が
練
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
原
則
は
修
業
年
限
５

年
、
仕
事
と
勉
強
を
午
前
午
後
の
二
部
交

代
で
行
う
な
ど
で
し
た
。
し
か
し
７
月
７

日
か
ら
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
で
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
本
格
的
な
動
き
は

同
16
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
。
以
下
新
聞

記
事
を
中
心
に
そ
の
設
立
に
い
た
る
経
緯

を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
16
年
12
月
22
日
付
で
県
知
事
か
ら

私
立
女
学
校
設
立
の
認
可
が
出
た
。
申
請

に
よ
る
と
定
員
は
千
名
と
し
、
開
校
は
明

春
４
月
１
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
翌
年

３
月
30
日
付
で
文
部
省
の
認
可
が
出
さ

れ
、
履
修
科
目
は
一
般
女
学
校
と
同
様
で

団
体
訓
練
に
主
力
を
そ
そ
ぐ
と
し
て
い

る
。
願
書
受
付
は
４
月
20
日
迄
、
募
集
人

員
1
5
0
名
、
考
査
会
場
は
勝
山
精
華
女

学
校
と
福
井
市
立
高
女
で
日
を
変
え
て
行

わ
れ
、入
学
式
は
５
月
５
日
に
行
わ
れ
た
。　

機
業
さ
ん
が
経
営
す
る
学
校
な
ど
と
揶
揄

さ
れ
た
が
、
工
場
と
は
関
係
な
く
独
立
の

文
部
省
高
等
女
学
校
令
に
よ
る
五
年
制
の

私
立
高
女
で
あ
っ
た
。授
業
料
年
額
33
円
、

寄
宿
舎
経
費
月
額
約
12
円
な
ど
年
額
約

1
7
8
円
で
、
教
科
書
は
貸
与
と
非
常
に

恵
ま
れ
て
い
た
。

　
私
立
精
華
女
学
校
は
設
備
も
整
い
入
学

者
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
高
等
女
学
校
昇

格
を
申
請
し
18
年
４
月
７
日
新
制
の
中
等

学
校
令
に
よ
る
一
般
中
等
学
校
と
し
て
、

新
第
三
学
年
か
ら
私
立
勝
山
高
等
女
学
校

と
し
て
新
た
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 63

勝山精華女学校の礎石を手渡で運ぶ
（『五十年史』より転載）

畑畑は
た
な
か

は
た
な
か中中  

保保や
す
ひ
こ

や
す
ひ
こ彦彦 （

滝
波
町
5
丁
目
）

小小こ
で
ら

こ
で
ら寺寺  

政政ま
さ
し

ま
さ
し志志 （

郡
町
2
丁
目
）

　

令
和
5
年
か
ご
し
ま
国
体
綱
引
競
技

成
年
男
子�

優
勝
、
2
0
2
4
全
日
本
綱

引
選
手
権
大
会
男
子�

優
勝

フ
ァ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル
ズ

　
2
0
2
4
全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会�

2
位

北き
た
が
わ川 

万か
ず
は葉 （

勝
山
中
部
中
2
）

　

第
49
期
福
井
県
小
中
学
生
王
将
位
戦

中
学
生
の
部�

優
勝

林は
や
し 

美み
ゆ
う結 （

福
井
高
校
1
）

　

第
2
回
J
B
A
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン

テ
ス
ト
福
井
県
大
会
、
中
学
生
の
部
マ
ル

チ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン�

金
賞�

県
代
表

熊く
ま
ざ
わ澤 

柚ゆ

い依 （
北
陸
高
校
1
）

　

第
2
回
J
B
A
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン

テ
ス
ト
福
井
県
大
会
、
中
学
生
の
部
ア
ル

ト
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン�

金
賞�

県
代
表

勝
山
南
部
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
56
回
福
井
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
兼�

第
72
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

福
井
県
予
選
）金
賞�

代
表

笠か
さ
は
ら原 

彩い
ろ
は羽 （

勝
山
南
部
中
1
）

印か
ね
ま
き牧 

理り

こ子 （
勝
山
南
部
中
1
）

坂さ
か
い井 

芽め

い依 （
勝
山
南
部
中
1
）

林は
や
し 

結ゆ
う
あ彩 （

勝
山
南
部
中
1
）

前ま
え
だ田 

羽は

な那 （
勝
山
南
部
中
1
）

久く

ぼ保 

奏か
な
で （

勝
山
南
部
中
1
）

堀ほ
り
え江 

紗さ

ら愛 （
成
器
南
小
6
）

向む
か
い井 

稜り
ょ
う
ま真 （

成
器
南
小
6
）

牧ま
き
の野 

心み

あ愛 （
成
器
南
小
5
）

　
奥
越
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

小
学
校
の
部�

金
賞
、
福
井
県
吹
奏
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
小
学
校
の
部�

金
賞
、
第
47
回
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
小
学
生
部
門�

銀
賞

黒く
ろ
は
ら原 
さ
つ
き （
敦
賀
高
校
2
）

　
第
63
回
北
信
越
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
女
子
4
×
4
0
0
m
リ

レ
ー�

優
勝

仲な
か
ち
ょ
う長 

莉り

お

な
緒
那 （
福
井
中
3
）

倉く
ら
た田 

夏な
つ
き妃 （

福
井
中
2
）

　

令
和
5
年
度
福
井
県
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会�

優
勝
、
令
和
5
年
度
菅
公

学
生
服
杯
第
22
回
北
信
越
中
学
新
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
大
会�

優
勝

和わ

だ田 

ゆ
き
の （
勝
山
南
部
中
3
）

　
第
48
回
福
井
県
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
14
歳
以
下
ダ
ブ
ル
ス
女
子�

優
勝
、
2
0
2
4
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
U
1
4
女
子
ダ
ブ
ル
ス�

準
優
勝

学
校
文
化
功
績
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
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pHOTo話題

　市制施行および消防団発足70周年を記念して、消
防訓練と消防フェスティバルが行われました。
　消防団や自衛消防隊、事業
所が参加した70口の大一斉
放水や消防車両や防災ヘリの
展示や体験に多くの親子連れ
が訪れました。

祝！消防団発足70周年10/13

pHOTo話題

　地域住民の健康増進、介護・認知症対策、子育て
支援に活用してほしいと、明治安田生命保険相互会
社から54万2,700円のご寄
附をいただきました。

ご寄附ありがとうございます！10/4

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　2日間にわたり行われた「かつやまWakuWaku文
化フェスタ」。約1,500人の方が訪れ、様々な体験や
展示を楽しみました。また文
化協会創立60周年を記念し
た式典と、令和6年度勝山市
表彰式も執り行われました。

ワクワク文化フェスタ大盛況11/2・3

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
を
ご
紹
介

秋
の
叙
勲
を
ご
紹
介

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

　　

渡渡わ
た
な
べ

わ
た
な
べ辺辺　　

政政ま
さ
み

ま
さ
み美美

さ
ん
さ
ん（（
6363
））

＝
郡
町

＝
郡
町
22
＝＝

　
昭
和

　
昭
和
5656
年
か
ら

年
か
ら
4343
年
余
り
に
わ
た

年
余
り
に
わ
た

り
教
育
・
保
育
業
務
に
従
事
し
、
子

り
教
育
・
保
育
業
務
に
従
事
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぶ
力
を
伸
ば
す

ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぶ
力
を
伸
ば
す

保
育
な
ど
で
地
域
の
幼
児
教
育
や
児

保
育
な
ど
で
地
域
の
幼
児
教
育
や
児

童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
後
進
の

童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
後
進
の

指
導
な
ど
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

指
導
な
ど
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
を
ご
紹
介

瑞
宝
単
光
章

　

渡わ
た
な
べ辺　

政ま
さ
み美

さ
ん（
63
）

＝
郡
町
2
＝

　
昭
和
56
年
か
ら
43
年
余
り
に
わ
た

り
教
育
・
保
育
業
務
に
従
事
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぶ
力
を
伸
ば
す

保
育
な
ど
で
地
域
の
幼
児
教
育
や
児

童
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
後
進
の

指
導
な
ど
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

開催期間▶12月8日㈰まで
　お店の人が講師となり、専門家ならで
はの知識や楽しい体験ができる少人数制
の講座です。申し込み・お問い
合わせは各参加店まで
問勝山商工会議所 ☎88－0463

　-得する街のゼミナール-
第8回『勝山まちゼミ』
27講座 開催中!
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市からのお知らせInformation

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
長
賞
▼

　
松
谷
帆
夏（
野
向
2
）

金
賞
▼

　
松
谷
昊
青（
野
向
4
）笠
松
亜
優
美（
成

器
南
3
）檜
木
梨
桜（
鹿
谷
保
・
年
長
）

銀
賞
▼

　

�

藤
本
悠
花（
村
岡
6
）池
田
悠
七（
村
岡

2
）村
中
結
梨
香（
成
器
西
1
）宮
本
一

凛（
し
ろ
き
こ
ど
も
園
・
年
長
）

銅
賞
▼

　

�

酒
井
心
煌（
三
室
5
）土
谷
一
露（
成
器
南

4
）
笠
川
三
春
（
成
器
西
3
）
砥
山
亮
大

（
成
器
南
2
）松
島
琉
優
心（
鹿
谷
保
・
年

長
）
西
川
心
々
那
（
し
ろ
き
こ
ど
も
園
・

年
長
）
前
田
康
元
（
し
ろ
き
こ
ど
も
園
・

年
長
）
石
垣
梨
乃
（
し
ろ
き
こ
ど
も
園
・

中
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
用

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

　
笠
松
陽
菜（
勝
山
南
部
1
）

　
牧
野
陽
真
（
成
器
南
6
）
野
理
未
優
奈

（
成
器
南
5
）

銀
賞
▼

　

 

髙
田
隼
平
（
勝
山
中
部
2
）
髙
見
季
那

（
勝
山
中
部
1
）坂
美
羽（
成
器
南
6
）境

井
梨
莉
（
成
器
西
6
）
布
川
り
つ（
成
器

南
5
）松
井
優
愛（
成
器
南
5
）長
谷
川

尊（
成
器
南
5
）吉
村
友
翔（
三
室
2
）

銅
賞
▼

　

�

伊
藤
嘉
絋（
勝
山
南
部
3
）土
田
芽
依
子

（
勝
山
北
部
1
）酒
井
咲
歌（
成
器
南
6
）

酒
井
菜
月（
成
器
南
6
）反
保
明
花（
成

器
南
6
）
大
久
保
日
和
（
成
器
南
5
）��

鳥
山
彩（
成
器
南
5
）石
黒
心
咲（
成
器

南
5
）袖
川
翼（
成
器
南
5
）笠
松
亜
優

美（
成
器
南
3
）長
谷
川
こ
は
る（
成
器

南
1
）

金
賞
▼

　
�

牧
野
陽
真（
成
器
南
6
）

　

�

長
谷
川
尊（
成
器
南
5
）平
林
侑
馬（
平

泉
寺
4
）山
川
永
翔（
成
器
西
3
）澤
帆

高（
成
器
西
1
）米
村
椛（
ケ
イ
テ
ー
こ
・

年
中
）

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

図
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞
▼

　

�

牧
野
心
愛（
成
器
南
5
）松
浦
綾
希（
成

器
南
5
）小
山
花
野（
鹿
谷
4
）中
村
香

子（
成
器
南
4
）石
田
葵（
村
岡
3
）北

口
こ
い（
成
器
西
3
）西
野
太
凰（
成
器

西
2
）田
中
友
裕（
北
郷
1
）西
脇
宗
祐

（
成
器
南
1
）笠
川
浩
之
介（
北
郷
わ
し

の
こ
保
・
年
長
）川
端
梨
緒（
中
央
こ
・

年
中
）北
沢
玲
桜（
ケ
イ
テ
ー
こ・年
中
）

銅
賞
▼

　

�

渡
邉
恵
太
郎（
村
岡
6
）齋
藤
煌
太（
村

岡
6
）小
林
一
颯（
村
岡
6
）島
田
尭
明

（
荒
土
5
）
平
泉
寿
朗
（
荒
土
4
）
三
井　

大
和
（
村
岡
4
）
永
吉
琥
羽
（
村
岡
4
）

笹
嶋
凛
子（
村
岡
3
）倉
田
錬（
成
器
西

3
）吉
川
紡
生（
荒
土
2
）林
佑
真（
平

泉
寺
2
）笠
松
啓
人（
北
郷
1
）池
澤
み

ず
ほ（
村
岡
1
）岩
田
圭
佑（
し
ろ
き
こ・

年
長
）廣
瀬
凜
依
奈（
し
ろ
き
こ・年
長
）

松
井
し
ず
く（
南
こ
・
年
長
）土
谷
茉
友

（
し
ろ
き
こ
・
年
中
）斎
門
奏
汰（
し
ろ

き
こ
・
年
中
）

「
勝
山
と
お
城
を
描
こ
う
」

絵
画
作
品
展

12
月
３
日
～
10
日
は
障
害
者
週
間

令
和
６
年
４
月
か
ら

事
業
所
に
よ
る

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」が

�

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
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市からのお知らせ Information

　
　
　
　
虐
待
と
思
っ
た
ら
す
み
や
か
に
通
報
を

�

問
福
祉
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
7
7
7

見
逃
さ
な
い
で
、
小
さ
な
サ
イ
ン
！

　

虐
待
は
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
周
囲
の
人
が
気
づ
き
、

声
掛
け
や
見
守
り
に
よ
っ
て
養
護
者
を

孤
立
化
さ
せ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
情
報

は
守
ら
れ
ま
す
。

通
報
受
付
・
相
談
先

◉
障
が
い
者
▼
福
祉
課（
す
こ
や
か
内
）

�

☎
87
‐
０
７
７
７

F
A
X 

87
‐
3
5
2
2

メ
ー
ル fukusi@

city.katsuyam
a.lg.jp

◉
高
齢
者
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
87
‐
0
9
0
0

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
虐
待

こ
ん
な
場
合
も
・
・
・

◉�

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
認
識
で
き
ず
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
な
い

◉�

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
を
し
て

い
る
意
識
が
な
い

◉�

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
て

も
、
自
分
で
は
止
め
ら
れ
な
い

虐
待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス

◉
身
体
に
不
自
然
な
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

◉
家
か
ら
怒
声
が
す
る

◉
家
の
中
が
ゴ
ミ
や
物
で
散
ら
か
っ
て
い
る

◉�

家
族
と
同
居
し
て
い
る
が
家
の
中
で

孤
立
し
て
い
る

◉�

家
族
が
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
た
め
ら
う

虐待の類型と具体例 障
が
い
者

高
齢
者

〇�

障
が
い
の
あ
る
人
は
、
社
会
の
中
に

あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
生
活
し
づ
ら

い
環
境
が
あ
り
ま
す

〇�

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
役
所
や

事
業
者
に
対
し
て
、
障
が
い
の
あ
る

人
か
ら
、
社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア

を
取
り
除
く
た
め
何
ら
か
の
対
応
を

必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え

ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
対
応
を
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。

〇�「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
に
当
た
っ
て

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
所
が

話
し
合
い
お
互
い
に
理
解
し
合
い
な

が
ら
共
に
対
応
案
を
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

【
障
が
い
に
関
す
る
相
談
窓
口

�

・
相
談
員
の
ご
紹
介
】

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
、
持
っ

て
い
な
い
な
ど
は
気
に
せ
ず
、
日
常
で

困
り
ご
と
や
悩
み
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
勝
山
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す

こ
や
か
内
）　�

☎
88
‐
1
1
7
7

　　

ご
家
族
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

　
勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

�

☎
87
‐
1
1
7
7

九
頭
竜
相
談
支
援
事
業
所

�

（
九
頭
竜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

�

☎
87
‐
6
3
0
0

大
日
園
相
談
支
援
事
業
所

�

☎
89
‐
3
2
1
0

■
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
目
線

に
あ
っ
た
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

水
谷　
修（
村
岡
町
浄
土
寺
）

�

☎
88
‐
3
4
8
1

石
橋　
清
美（
旭
町
２
丁
目
）

�

☎
88
‐
2
9
0
6

12
月
３
日
～
10
日
は
障
害
者
週
間

令
和
６
年
４
月
か
ら

事
業
所
に
よ
る

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」が

�

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

身 体的虐待…殴る、蹴る、つね
るなどの暴力や、部屋に閉じ
込める、ベッドに縛り付ける　
など

心 理的虐待…怒鳴る、ののしる、
笑いものにする、無視する、
悪口を言う　など

性 的虐待…わいせつな行為をし
たりさせる、裸にする　など

経 済的虐待…必要な金銭を渡さ
ない、合意なしに財産や金銭
を使用する、処分する　など

ネ グレクト(放棄・放任)…食事
や排泄などの世話をしない、
お風呂に入らせてくれない、
必要な医療や福祉サービスを
受けさせない　など
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市からのお知らせInformation

節
水
の
協
力
要
請

　
観
測
井
戸
（
立
川
水
源
地
敷
地
内
）
の

地
下
水
位
が
一
定
の
基
準
水
位
を
下
回
っ

た
場
合
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
さ
ま

に
節
水
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

悪
天
候
時
の
検
針

　

外
出
が
困
難
と
な
る
悪
天
候
時
に
は
、

検
針
を
行
わ
ず
に
前
年
同
月
分
な
ど
を

参
考
に
使
用
水
量
を
認
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、「
検
針
の
お
知

ら
せ
」
を
ポ
ス
ト
に
投
函
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
過
不
足
分
が
生
じ
た
場
合
は
、
翌
月

以
降
の
検
針
値
で
精
算
し
ま
す
。

地
下
水
は
み
ん
な
の
財
産
　
冬
は″
節
水
〟を

�

問
上
下
水
道
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

　
勝
山
市
は
、
良
好
な
水
質
で
あ
る
地
下

水
に
水
道
水
源
の
大
半
を
依
存
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
の
記
録
的
な
豪
雪
・
寒
波
で

は
、
地
下
水
位
の
低
下
に
伴
い
、
一
部
地

域
で
は
給
水
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
、
配
水
区
域
の
変
更
、
水
源

井
戸
の
更
新
・
洗
浄
、
地
下
水
位
の
把
握

と
い
っ
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
下
水
は
市
民

全
体
の
財
産
で
あ
り
、
公
共
性
が
高
い
こ

と
を
認
識
い
た
だ
き
、
特
に
冬
の
消
雪
用

に
水
道
水
を
使
用
し
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
地
下
水
に
つ
い
て
も
節
水
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

観測井戸の地下
水位はこちら

マ
イ
ナ
保
険
証
の
確
認

　

健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
利
用
登
録
し
て
い
る
か
は
、「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」で
確
認
で
き
ま
す
。

次
の
方
は
利
用
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
ポ

イ
ン
ト
付
与
さ
れ
た
方
（
最
大
２
万
ポ

イ
ン
ト
）

※�

ポ
イ
ン
ト
付
与
条
件
に
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て

使
用
す
る
」が
あ
っ
た
た
め

◉�

医
療
機
関
の
受
付
窓
口
に
あ
る
読
取

り
専
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
方

◉�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
内
で

利
用
登
録
を
し
た
方

利
用
登
録
の
解
除

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
解
除
し
た

い
場
合
、
窓
口
で
手
続
き
す
れ
ば
、
申
請

し
た
翌
月
末
か
ら
解
除
で
き
ま
す
。
解
除

後
は
、
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
請
開
始
▼
11
月
14
日
㈭
～

持
ち
物
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
本
人
以
外
は
委
任
状
が
必
要

　

今
年
の
12
月
2
日
か
ら
健
康
保
険
証

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
基
本
と
す
る
仕
組

み
へ
移
行
し
、
新
規
の
被
保
険
者
証
は
発

行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

12
月
2
日
以
降
に
国
保
へ
新
規
に
加

入
す
る
方
、
70
歳
に
到
達
す
る
方
、
ま
た

は
紛
失
な
ど
に
よ
る
再
交
付
を
希
望
す

る
方
は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証（
＊
）」を
ご
利

用
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」登
録
者
に
は
、
資
格

の
異
動
が
あ
る
際
に
、「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
を
交
付
し
、
ご
自
身
の
健
康
保

険
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
た
だ
し
、「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
だ
け
で
は
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」を
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
、「
資
格
確
認
書
」を
交
付
し

ま
す
。
こ
の「
資
格
確
認
書
」で
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
登
録
し
た
保
険
証

※�

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
12
月
２
日
以

降
で
あ
っ
て
も
、

有
効
期
限
ま
で
は

利
用
で
き
ま
す

12
月
2
日
か
ら
被
保
険
者
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
一
体
化
し
ま
す�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

マイナ保険証に
ついて

マイナポータル
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市からのお知らせ Information

拡
張
事
業

◉ 

市
道
5
‐
10
号
線
ほ
か　

配
水
補
助

管
布
設
工
事（
滝
波
町
5
丁
目
地
係
）

改
良
事
業

◉ 

重
要
給
水
施
設　

配
水
管
布
設
替
実

施
設
計
業
務
委
託
（
昭
和
町
1
丁
目
ほ

か
地
係
）

◉ 

市
道
8
‐
5
号
線
ほ
か　

道
路
改
良

工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
（
元

町
3
丁
目
ほ
か
地
係
）

◉ 
聖
丸
配
水
池
ほ
か　

水
位
計
更
新
工

事（
野
向
町
聖
丸
ほ
か
地
係
）

◉ 

立
川
第
1
水
源
地
1
号
井
・
2
号
井　

水
位
計
更
新
工
事
（
立
川
町
2
丁
目
地

係
）

◉ 

若
猪
野
水
源
地　
N
o
.
3
送
水
ポ

ン
プ
更
新
工
事（
若
猪
野
地
係
）

◉ 

雁
ヶ
原
送
水
ポ
ン
プ
場　
N
o
.
2
送

水
ポ
ン
プ
更
新
工
事
（
長
山
町
1
丁
目

地
係
）

◉ 

重
要
給
水
施
設　

配
水
管
布
設
替
工

事　
第
1
工
区（
元
町
1
丁
目
地
係
）

◉ 

伊
波
第
2
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
所　

防

食
塗
装
工
事（
荒
土
町
伊
波
地
係
）

◉ 

汚
水
桝
設
置
及
び
取
付
管
工
事

◉ 

長
尾
枝
線
ほ
か
下
水
管
渠
布
設
工
事

（
村
岡
町
寺
尾
ほ
か
地
係
）

◉ 

勝
山
東
部
地
区
農
集
排　

上
野
第
1

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
所
ほ
か
圧
送
管
布

設
工
事
（
平
泉
寺
町
岩
ヶ
野
ほ
か
地

係
）

◉ 

勝
山
東
部
地
区
農
集
排　

下
水
管
渠

布
設
工
事　
第
1
工
区
（
遅
羽
町
下
荒

井
地
係
）

処
理
場
建
設
改
良
事
業

◉ 

勝
山
浄
化
セ
ン
タ
ー　

汚
泥
受
入
施

設
建
設
工
事
業
務
委
託
（
勝
山
市
松
原

地
係
）

◉ 

勝
山
浄
化
セ
ン
タ
ー　

汚
泥
受
入
施

設
実
施
設
計
業
務
委
託
（
勝
山
市
松
原

地
係
）

◉ 

勝
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
ガ
ス
貯
留
タ
ン

ク
改
修
工
事
業
務
委
託
（
勝
山
市
松
原

地
係
）

◉ 

勝
山
西
部
地
区
農
集
排
処
理
場
流
量

計
調
整
ポ
ン
プ
取
替
工
事
（
北
郷
町
東

野
地
係
）

上
半
期
▼
4
月
1
日
～
9
月
30
日

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
安

全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、
勝

山
市
上
水
道
第
８
次
拡
張
事
業
変
更
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ
び
業

務
委
託
の
契
約
状
況
は
９
５
５
６
万
４

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
半
期
に
契
約

し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
０
７
万
立
方

メ
ー
ト
ル（
前
年
度
比
０
・
94
％
増
）、
給

水
収
益
は
１
億
４
９
４
１
万
円
（
前
年
度

比
０
・
73
％
増
）
と
な
り
、
給
水
量
、
給

水
収
益
と
も
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

上
半
期
▼
4
月
1
日
～
9
月
30
日

　
勝
山
市
の
下
水
道
事
業
は
、
今
年
度
よ

り
公
営
企
業
会
計
へ
移
行
し
、
市
の
健
全

な
発
展
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄

与
し
、
あ
わ
せ
て
公
共
用
水
域
の
水
質
の

保
全
お
よ
び
浸
水
の
防
除
に
資
す
る
こ

と
、
市
の
農
業
集
落
に
お
け
る
生
活
環
境

の
改
善
お
よ
び
農
業
用
水
の
水
質
保
全

を
目
的
に
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
て
い
ま

す
。

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
有
収
水
量
は
１
１
５
万
立

法
メ
ー
ト
ル
、
下
水
道
等
使
用
料
は
１
億

７
４
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
状
況

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ
び
業

務
委
託
の
契
約
状
況
は
６
億
３
３
６
１

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
半
期
に
契
約

し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

汚
水
管
渠
建
設
改
良
事
業

◉ 

千
代
田
第
1
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
所
ほ

か
ポ
ン
プ
取
替
工
事
（
遅
羽
町
千
代
田

ほ
か
地
係
）

勝
山
市
上
水
道
事
業
業
務
状
況【
上
半
期
】

�

問
上
下
水
道
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

勝
山
市
下
水
道
事
業
業
務
状
況【
上
半
期
】

�

問
上
下
水
道
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9
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市からのお知らせInformation

令和7年2月22日㈯・23日（日・祝）開催！

『勝山左義長まつり』関連のお知らせ

第42回勝山左義長
おはやし講習会参加者募集

運営ボランティア
（個人・企業）募集

スタンプラリー景品および
協賛金募集

時�12月2日㈪・9日㈪・16日㈪・23日㈪
� 1月6日㈪・20日㈪・27日㈪
� 2月3日㈪　　　　　　　　　（全8回）
　いずれも19:30 ～ 21:00
所教育会館ホールほか
対太鼓は小学4年生以上
　（小学３年生以下は保護者同伴）
　笛・三味線は中学生以上
※氏名・住所・学年・楽器をお知らせください
※�笛・太鼓バチは各自で持参してください
　（三味線は数に限りあり）

個人▶ 総合案内テント内での対応、スタンプラリー
の受け付けなど

企業▶ 行事案内、環境美化活動など
時2月22日㈯�
� 13:00 ～ 21:00の間で2時間程度
� 23日（日・祝）�
� 10:00 ～ 20:00の間で2時間程度
締12月20日㈮

　14カ所のスポットを巡るスタンプラリーの景品
および運営のための協賛金を募集します。
※�景品または協賛金をいただいた企業のご芳名は
スタンプラリー台紙などに掲載します

◉スタンプラリー参加賞
１個あたり200円以上～ 500円未満の品
◉ガラガラ抽選用景品
１個あたり500円以上～ 5,000円相当の品
締令和7年1月24日㈮

問未来創造課（市役所2階）　☎88－8114

出店者募集
　元禄線およびまちなか駐車場に出店を希望する
市内事業者を募集します。
出店料▶7,000円～ 1万3,000円
区　画▶それぞれ9区画（1区画�5.4ｍ×3.6ｍ）
※申し込み多数の場合は抽選となります
締12月16日㈪

各募集内容の詳細や
申込みはこちら
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お知らせ

県への要望活動を実施

　10月3日、水上市長、田中県議
会議員らが県庁を訪問し、市が県
に対して強く要望する内容をまと
めた要望書を知事に提出しました。

最重要要望
①観光の振興について
②子育て環境の充実について
③�一般国道157号勝山市～大野市
間の４車線化について
④�一級河川大蓮寺川河川改修事業
の整備促進等について
※最重要要望以外
に重要要望も県へ
提出しています
問未来創造課
　☎88－1115

夜間エイズ相談・HIV検査
（無料・匿名・要予約）

時11月29日 ㈮17:00 ～ 19:00所
奥越健康福祉センター
※�B・C型肝炎、梅毒、性器クラミ
ジア検査も同時に受けることが
できます

問 福井県奥越健康福祉センター
内） ☎66－2076

宝くじ助成で備品を整備

（一財）自治総合セン
ターが、宝くじの社
会貢献広報事業とし
て行っているコミュニティ助成事
業を受けて、勝山市消防団用のヘ
ルメットを186個整備しました。

問消防署　☎88－0400

青少年健全育成福井県
民大会

時11月16日㈯13:30 ～ 16:00所
市民会館大ホール内表彰式、『少
年の主張』作文発表、感謝状贈呈、
活動発表（勝山高校吹奏楽部、おお
の城まつり演奏チーム「音人」、勝
山左義長ばやし保存会）
問青少年室　 ☎87－0101

勝山市長選討論会

時11月20日 ㈬19:00 ～（18:30
開場）所市民交流センター 2階大
ホール
※�公平性を保つため、
討論会を中止する場
合があります

問（公社）勝山青年会議所
　☎87－2030

省エネ講座

時11月26日㈫10:00 ～ 11:30所
教育会館第5研修室内電気料金の
しくみや生活に密着した省エネ方
法の紹介講北陸電力定20人費無料
締11月25日㈪
申・問 �未来創造課　☎88－8114

すこやか健康講座

口腔がんの正しい理解について
時11月28日㈭13:00 ～ 14:00所
すこやか集団健診室講中道瑛司
氏（ナカミチ歯科）費無料
問健康体育課　☎87－0888

2024消費者まつり

時11月30日 ㈯10:00 ～ 12:00所
教育会館ホール内防災と環境に関
すること、上映会、環境パネル展、
非常食試食会、エシカルコーヒー
＆おやつ
問勝山市消費者団体連絡協議会事
務局（勝山市消費者センター内）
　☎88－8103

蕎麦打ち講習会

時12月8日㈰9:00～11:30所かっ
ちゃま弁天そば憩庵（野向町聖丸
16 ｰ 3 ｰ 1）定8人（最少開催人数4
人）費1,500円締11月29日㈮
※打った蕎麦（500g）は持ち帰り
申・問 �かっちゃま弁天そば会（加藤三男）
　　☎090－3297－0139

県への要望の
詳細はこちら

市民の広場

C o m m u n i c a t i o n

当日はライブ
配信とアーカ
イ ブ 配 信 を
行います
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広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

“ちょこっと”

電気工事
椿坂電機株式会社
北陸電力送配電 認定店

TEL 0779-88-1312
FAX 0779-88-5689
〒911-0801勝山市沢町2丁目2-21

お家の

お気軽にお問い合わせください照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！!

照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！! 年延長保証10

エアコン
の設置承ります! !

家庭用

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。
広報 2024 年 1１月号　広告案


